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が記録されている．
コ ツ ヤ エ ン マ ム シ Atholus duodecimstriatus 

quatuordecimstriatus (Gyllenhal, 1808) に つ い て は，
全国的に記録が認められる種であり，上記の福井
県と京都府においても記録があるが，これまでに
記録がない県として「茨城，滋賀，奈良，和歌山，
山口」の５県があり，滋賀県も含まれている．今
後，この種の分布確認とともに，滋賀県内の湖西・
湖北域のデータを集積するなど，記録の集積を継
続したい．
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【短報】久米島産陸生ガムシ類マンゲツガムシ属の
初記録

日本産陸生ガムシ（＝ハバビロガムシ亜科）に 
マンゲツガムシ属 Psalitrus という属がある．本属
は Hoshina & Satô (2005) に日本から初記録されたグ
ループで，琉球からは タイワンマンゲツガムシ P. 
sauteri d’ Orchymon, 1929 と ツヤマンゲツガムシ P. 
masatakai Hoshina, 2007 の 2 種が知られている．前
者は奄美大島，沖縄本島，宮古島，西表島，与那国島，
台湾から記録があり，後者は奄美大島からしか採
集されていない（Hoshina & Satô, 2006; 保科・佐藤 , 
2006, Hoshina, 2007; 保科 , 2012）．

2013 年 3 月に筆者は沖縄県久米島にてマンゲツ
ガムシ属 2 種を落ち葉ふるいにて採集したので，
本稿にて報告したい．標本データは以下のとおり
である．

タイワンマンゲツガムシ
10 exs., 久米島アーラ岳 , 19. iii. 2013, H. Hoshina leg. 

ツヤマンゲツガムシ
8 exs., 久米島アーラ岳 , 19. iii. 2013, H. Hoshina leg.

琉球産マンゲツガムシ属の 2 種はいずれも後翅
を欠く．しかし，列島内の島間での種内の形態差
はほとんど見出されない．この点は同じ土壌性コ
ウチュウ類でも島ごとに種分化を起こしているコ
ケムシやタマキノコムシとは大きく異なる点であ
る．
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